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＜連絡事項＞
・精神科看護倫理綱領を詰所内に掲示していますので毎日みるようにして下さい。
・池野功一様の入浴に関して、月・金の朝9時から10時の間で南病棟の機械浴を借用する案が出ています。それに伴い深夜勤務の方にも残業していただき入浴介助してもらうことになると思われます。高橋SGMに確認し、決定し次第行っていきますのでご協力お願いします。

・松谷さと子様の個室使用料に関して、治験開始時の説明では後観察までの個室料が免除されるとの事でしたが、治験終了後の7/2から自費での負担が発生しているそうです。医師へ依頼し減免書を書いてもらうか、Bユニットへ移動してもらうかして対応が必要な状況です。急な移動もあり得るのでよろしくお願いします。本人にはこの件について話していません。

＜患者様連絡事項＞
・船田　泰子様～本人より希望あり牛乳からヨーグルトへ変更になります。
・成田　賀枝様～食事は病棟内での摂取はできるとのことであるため、週末は食事を病棟内に運び摂取を促していきましょう。MA8　3本/日で継続となっています。
・夏坂　浩美様～レボトミン(25)10回分処方となっています。
・酒田　朋紀様～初外来8/10(金)11:00～に予約変更しています。

　　　　　　　　不安時クエチアピン(12.5)7回分処方となっています。

＜要注目患者様ケース検討＞
・小田　タネ様～食事は全量摂取出来ています。週明けにレストランでの食事に挑戦していきましょう。
・中居　松男様～朝食はエプリッチのみ、昼食は1/2摂取出来ています。便が出ていないと本人から訴えもあるそうです。排便の確認行っていきましょう。また、水分摂取の介助を行っていきましょう。介助時はむせ・嚥下状態確認し肺炎予防をしていきましょう。
・池野　功一様～朝食不食、昼食も不食しています。病棟になじめるまで時間がかかるかと思いますが、本人の精神状態に合わせ介助行っていきましょう。脱水症に注意していきましょう。
＜インシデント振り返り＞
・治験の採尿が出来ていなかった

　要因

　申し送りがなかった、詰所のテーブルが散らかっている、治験スケジュールの確認を忘

れていた事があげられました。テーブルが散らかっていると重要書類やスピッツなどの見落としにつながるので、日ごろから整頓しましょう。また、治験担当以外の人もスケジュール確認を行い、声掛けを行っていきましょう。
